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NO.6 ＮＭＩによるＤＭＡ転送中断に関する制限事項 

ＤＭＡ転送中のＮＭＩ入力により、ＤＭＡ転送を強制的に中断しますが、ＮＭＩ割り込みを受け付ける際、

既にフェッチが完了している命令まで実行されます。この実行された命令が Ｅｎｎビットを操作する命令

であった場合、ＮＭＩで中断されたＤＭＡ転送を期待通りに状態復帰させることができない場合がありま

す。 

 

NO.7 内蔵ＲＡＭでのプログラム実行とＤＭＡ転送に関する制限事項 

内蔵ＲＡＭを対象としたＤＭＡ転送を実行しており、かつ内蔵ＲＡＭ上に配置されたビット操作命令

（SET1,CLR1,NOT1）、もしくは、ミス・アライン・アドレスに対するデータ・アクセス命令を実行した場合、

内部バスの競合動作により、ＣＰＵがデッド・ロックする可能性があります。デッド・ロック中はリセットの

み受付可能です（ＮＭＩも割り込みも受け付けられません）。 

内蔵ＲＡＭ上での命令実行を行っていない、もしくは、内蔵ＲＡＭを対象としたＤＭＡ転送を行ってい

なければ、非該当です。 

 

NO.8 ＤＭＡのＴＣｎビット自動クリアに関する制限事項 

     ２ｃｈ以上のＤＭＡ転送を同時に使用する場合、内蔵ＲＡＭを対象（転送元または転送先）とするＤＭＡ

転送において、ＤＭＡ転送終了後にＤＣＨＣｎレジスタのＴＣｎビットを読み出しても、クリア（０）されない

場合があります。 
 

NO.9 ｓｌｄ命令と割り込み競合に関する制限事項 

以下の特定命令の実行が完了する以前に、後続のｓｌｄ命令の直前の命令のデコード動作と割り込み

要求が競合した場合、先の特定命令の実行結果がレジスタに格納されないことがあります。 

本現象は、特定命令のディスティネーション・レジスタとｓｌｄ命令のディスティネーション・レジスタが同じ、

かつ、ｓｌｄ命令の直前に実行される命令でそのレジスタ値を参照した場合にのみ発生することがありま

す。 

（特定命令） 

・ｌｄ命令 ：ld.b、ld.h、ld.w、ld.bu、ld.hu 

・ｓｌｄ命令：sld.b、sld.h、sld.w、sld.bu、sld.hu 

・乗算命令 ：mul、mulh、mulhi、mulu 

 

問題となる命令シーケンス例 

    例１ ①ld.w  [r11],r10            ①のld命令の実行が完了する前に、③のsld命令の直前の 

          ：                    mov命令（②）のデコード動作と割り込み要求が競合した 

        ②mov   r10  ,r28           場合に問題が発生。 

        ③sld.w 0x28 ,r10      

 

    例２ ①ld.w  [r11],r10            ①のld命令の実行が完了する前に、③のsld命令の直前の 

          ：                    cmp命令（②）のデコード動作と割り込み要求が競合した 

        ②cmp   imm5, r10          場合に問題が発生。この結果、cmp命令の比較結果が不正 

        ③sld.w 0x28 ,r10            になり、④の分岐命令が不正動作することがある。 

        ④bz    label        

 

    例３ ①ld.w  [r11],r10            ①のld命令の実行が完了する前に、③のsld命令の直前の 

         ：                     add命令（②）のデコード動作と割り込み要求が競合した 

        ②add   imm5, r10           場合に問題が発生。この結果、add命令の演算結果、及び 

        ③sld.w 0x28 ,r10            フラグが不正になり、④のsetf命令の実行結果が不正に 

        ④setf  r16                なることがある。 
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３．回避策 

 

  今回追加した制限事項の回避策です。詳細は別紙 1 をご参照してください。 

 

No.1 疑似セパレートバス（A0-A15）出力モードの制限事項 

外部バスを使用する場合は、疑似セパレートバス出力モードを使用せず、マルチプレクスト・バスモード

にてご使用下さい。 

 

No.2  CLKOUT 端子出力の制限事項 

外部バスをCLKOUT 同期かつfDV=fcpu/2 で使用するシステムでは、CLKOUT出力を外部回路にて２分

周してから、ターゲットデバイスと接続する回路構成にしてください。 

 

NO.3 自動送受信機能付リアル・インタフェース（CSIAn）のバッファＲＡＭ書き込み時の制限事項 

ソフトウエアによる回避をお願いします。回避手順は別紙１を参照してください。バッファＲＡＭを使用せ

ずに通常の３線式シリアルインターフェースとして使用すれば非該当です。 

 

NO.4 ｍｕｌ／ｍｕｌｕ命令に関する制限事項 

ソフトウエアによる回避をお願いします。回避手順は別紙１を参照してください。 

 

NO.5 ＤＭＡ転送強制終了に関する制限事項 

ソフトウエアによる回避をお願いします。回避手順は別紙１を参照してください。 

 

NO.6 ＮＭＩによるＤＭＡ転送中断に関する制限事項 

ＮＭＩにより強制中断されたＤＭＡ転送は、再度初期化して実行してください。 

 

NO.7 内蔵ＲＡＭでのプログラム実行とＤＭＡ転送に関する制限事項 

    以下のいずれかの方法で回避してください。 

・内蔵ＲＡＭ上に配置された命令を実行する場合は、内蔵ＲＡＭを対象としたＤＭＡ転送を行わないでく

さい。 

・内蔵ＲＡＭを対象とするＤＭＡを実行する場合は、内蔵ＲＡＭ上に配置された命令実行を行わないでく

ださい。 

 

NO.8 ＤＭＡのＴＣｎビット自動クリアに関する制限事項 

内蔵ＲＡＭを転送対象とするＤＭＡチャネルに対応するＤＣＨＣｎレジスタのＴＣｎビットを読み出す場合、

ＴＣビットがセット（１）されている状態を読み出したあと、続けて２回ＤＣＨＣｎレジスタを空読みしてくださ

い。３回続けて読み出すことにより、確実にＴＣｎビットをクリア（０）することができます。 

 

NO.9 ｓｌｄ命令と割り込み競合に関する制限事項 

ＣＰＵ機能に関する使用制限事項として、コンパイラにより該当命令シーケンスの生成を自動的に抑

止するように致します。具体的な提供方法はご使用のコンパイラ毎に以下の通りとなります。その他の

コンパイラをご使用の場合は弊社販売員または特約店を通じてご相談下さい。詳細は別紙１をご参照

願います。 

 

・弊社製コンパイラ：ＣＡ８５０の場合 

最新版（Ｖ２．６０）に対策機能を追加したもの（Ｖ２．６１）を下記サイトの開発ツール・ダウンロ

ード・サービス（ＯＤＳ；コンパイラ購入後の郵送によるユーザ登録が必要）にて提供させて頂き

ます。 

http://www.necel.com/micro/ods/jpn/index.html 
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・ＧＨＳ製コンパイラ：ＣＣ８５０の場合 

以下のバージョンについては、国内販売代理店（アドバンスド・データ・コントロールズ社）にて、

対策機能を追加するバージョン・アップ対応をして頂く予定ですので、個別にお問い合わせをお

願い致します。その他のバージョンに関しましては、お手数をお掛けしまして申し訳ございませ

んが、下記の販売代理店窓口にお問い合わせください。 

・Ｍｕｌｔｉ４．０   Ｒｅｌ ７．０．０ 

・Ｍｕｌｔｉ３．５．１ Ｒｅｌ ６．５．３ 

 

販売代理店窓口 

    ＴＥＬ：０３－３５７６－６８０５ 

    Ｅ－ｍａｉｌ：upgv850e@adac.co.jp 

 

 

４．改善計画 

No1～No.3 につきましては、回路修正を致します。また No.4～No.9 の制限事項に関しましては、大変申し

訳ございませんが、デバイス修正は行わず、使用上の注意事項に追加させて頂く形で対応させて頂きます。 

なお、デバイス修正の日程については、下記を予定しております。 

 

  ０４年２月     フラッシュＥＳ（ＥＳ１．１） 

  ０４年１０月以降 フラッシュＭＰ（Ｅ規格） 

 

注１：規格区分は、捺印のロット番号左から５桁目のアルファベットです。 

 
 

５． ｓｌｄ命令と割り込み競合に関する制限事項の補足 

現在開発中や既に量産中のシステムへの本制限事項の該当可否の確認につきましては、以下のご対

応をよろしくお願い致します。   

 

【開発済みシステムへの対応について】 

申し訳ございませんが、添付の該非判定チェック・シート（別紙２）の手順に沿って、問題発生条件の

該非判定を行ってください。 

なお、問題発生を抑止する要因が多数あり、問題となる命令シーケンスを実行したとしても、実際に

問題が発生するケースは極めて稀であるものと考えております。しかしながら、万全を期すために、ご

一読の上、対処頂きたく、お願い申し上げます。 

 
【組み込み用ソフトウエア製品の該非確認について】 

弊社製リアルタイムＯＳ、ならびにミドルウエアの該非確認状況を以下に示します。 

 

（リアルタイムＯＳ） 

ＲＸ８５０     ：非該当 

ＲＸ８５０ｐｒｏ   ：非該当 

 

（ミドルウエア） 

ファイル・システム（ＲＸ－ＦＳ）           ：非該当 

ネットワーク・ライブラリ（ＲＸ－ＮＥＴ）       ：非該当 

高速浮動小数点ライブラリ（ＧＯＦＡＳＴ）     ：非該当 

音声合成ライブラリ（Ｔｅｘｔ ｔｏ Ｓｐｅｅｃｈ）    ：非該当 

 

上記以外の製品については、弊社販売員または特約店を通じて、個別にお問い合わせ下さい。

また、サード・パーティ製品につきましても、各製品の供給元に個別にご相談願います。 



  

ＳＢＧ－ＤＴ－０４－００４５号 （本文） 5/5

 

 

 
６．制限事項一覧 

制限事項の履歴とその詳細情報が含まれました制限事項一覧を別紙１に記載いたします。 
 
 
７．発行文書履歴 
 
 

Ｖ８５０Ｅ／ＳＶ２使用制限事項一覧 発行文書履歴 

文書番号 発行日 記事 

SBG-DT-04-0045 （初版） 2004. 2. 9 統合版初版（NO.1～NO.9） 

   

 
 
 
 

以上 
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Ｖ８５０Ｅ／ＳＶ２の使用制限事項一覧 

 

１）製品バージョン 

μＰＤ７０Ｆ３１６６／Ｆ３１６６Ｙ：ＥＳ１．０、Ｋ規格 
：ＥＳ１．１、Ｅ規格 

μＰＤ７０３１６６／３１６６Ｙ  ：Ｋ規格 
 
※ 規格区分は、捺印のロット番号左から５桁目のアルファベットです。 
 

２）製品履歴 
・μＰＤ７０Ｆ３１６６／Ｆ３１６６Ｙ      

バージョン 
規格区分 

No. 制限事項 
ES1.0 
K 規格 

ES1.1 
E 規格 

１ 疑似セパレートバス出力機能の制限事項 × ○ 
２ CLKOUT 端子出力の制限事項 × ○ 
３ 自動転送機能付きシリアル（CSIA）のﾊﾞｯﾌｧ RAM 書き込み時の制限事項 × ○ 
４ ｍｕｌ／ｍｕｌｕ命令に関する制限事項 △ △ 
５ ＤＭＡ転送強制終了に関する制限事項 △ △ 
６ ＮＭＩによるＤＭＡ強制中断に関する制限事項 △ △ 
７ 内蔵ＲＡＭでのプログラム実行とＤＭＡ転送に関する制限事項 △ △ 
８ ＤＭＡのＴＣｎビット自動クリアに関する制限事項 △ △ 
９ ｓｌｄ命令と割り込み競合に関する制限事項 △ △ 

○：該当しません △：今後とも制限事項 ×：該当する（修正予定あり） 
 
・μＰＤ７０３１６６／３１６６Ｙ      

規格区分 
No. 制限事項 

Ｋ規格 
１ 疑似セパレートバス出力機能の制限事項 ○ 
２ CLKOUT 端子出力の制限事項 ○ 
３ 自動転送機能付きシリアル（CSIA）のﾊﾞｯﾌｧ RAM 書き込み時の制限事項 ○ 
４ ｍｕｌ／ｍｕｌｕ命令に関する制限事項 △ 
５ ＤＭＡ転送強制終了に関する制限事項 △ 
６ ＮＭＩによるＤＭＡ強制中断に関する制限事項 △ 
７ 内蔵ＲＡＭでのプログラム実行とＤＭＡ転送に関する制限事項 △ 
８ ＤＭＡのＴＣｎビット自動クリアに関する制限事項 △ 
９ ｓｌｄ命令と割り込み競合に関する制限事項 △ 

○：該当しません △：今後とも制限事項 ×：該当する（修正予定あり） 
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３）使用制限の詳細 

 
NO.1 疑似セパレートバス出力機能の制限事項 

 
【内容】 

外部バスを使用する際に、疑似セパレートバス（A0-A15）出力モードを選択出来ません。 
    
【回避策】 

外部バスを使用する場合は、疑似セパレートバス出力モードを使用せず、マルチプレクスト・バスモード 

にてご使用下さい。 

 
NO.2 CLKOUT 端子出力の制限事項 

 
【内容】 

バス・クロック分周制御レジスタ（DVC）の設定値が00H(fDV=fCPU)、01H(fDV=fCPU/2)のどちらの場合でも

CLKOUT 端子からはfCPU（1/1 倍）が出力されます。 

ただし、外部バス用基本クロック(fDV)は、DVC レジスタの設定通りの分周比になりますので、外部バスを

CLKOUT 非同期で使用するシステムでは問題ありません。 

    
【回避策】 

外部バスをCLKOUT 同期かつfDV=fCPU/2 で使用するシステムでは、CLKOUT出力を外部回路にて２分周

してから、ターゲットデバイスと接続する回路構成にしてください。 

 
NO.3 自動転送機能付シリアル（CSIA）のバッファ RAM 書き込み時の制限事項 

 
【内容】 

バッファRAM（CBUFnm）に書き込み命令で送信データを書き込む時、 

   ・Byte書き込みでも、Half_word書き込みを行ってしまう 

   ・Half_word 書き込みでも、Byte 書き込みを行ってしまう 

などの場合があり、バッファRAM に正しいデータを書き込めません。（n=0,1 m=0-15） 

なお、バッファＲＡＭのデータの読み出しは、正常に行われます。 

 
【非該当条件】 

バッファＲＡＭを使用せずに通常の３線式シリアル・インターフェースとして使用する際には、非該当です。 
 
【回避策】 

バッファＲＡＭに書き込む際には、ソフトウエアにより以下の回避策の内どれかを行ってください。 

 
【回避策①】 

Half_Word アクセス命令（ST.H）による書き込み後、その内容を読み出し、ベリファイを行い、異なった

データの場合は再度書き込みを行い、正しいデータとなるまで繰り返し実行してください。 

   この場合、割り込みを禁止する必要はありません。 

   奇数バイト数のデータを書き込む場合は、上位アドレス番地のバッファ RAM（CBUFnmH）にはダミーデ

ータを書き込んでください。（n=0,1 m=0-15） 
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＜1 バイトデータのみを書き込む場合（CBUF00L への書き込み例）＞ 

CBUF00L（下位アドレス番地のバッファ RAM）のみへの書き込みを行う場合も①の動作を行い、CBUF00H

（上位アドレス番地のバッファ RAM）にはダミーデータをライトしてください。 

 
【回避策②】 

    DI 命令により割り込みを禁止し、Half_Word アクセス命令（ST.H）のみを使用しバッファ RAM への書き

込みを行ってください。さらに、書き込みを行った最終の 2 バイトについては、もう一度書き込みを行って

ください。（最終 2 バイトのデータの 2 度書きを行ってください。）バッファ RAM にデータを書いてから、最

終のデータを 2 度書きするまでの間、NOP/演算命令（算術、飽和、論理）以外の命令を行わないでくだ

さい。奇数バイト数のデータを書き込む場合は、上位アドレス番地のバッファ RAM（CBUFnmH）にはダミ

ーデータを書き込んでください。（n=0,1 m=0-15） 

 
【回避策③】 

    DI 命令により割り込みを禁止し、byte アクセス命令（ST.B）のみを使用しバッファ RAM への書き込みを

行ってください。さらに、最終のデータをバッファ RAM に書き込んだ後、CSISAn のビット 6,7（CKSAn1, 

CKSAn0）で選択した入力クロック（fSCKA）の 5 クロック分以上に相当する時間を、NOP 命令もしくは演

算命令（算術、飽和、論理）の実行にて確保してください。（n=0,1） 

 

No.4 ｍｕｌ／ｍｕｌｕ命令に関する制限事項 

【内 容】 

ｍｕｌ、ｍｕｌｕ命令において、１ｓｔオペランドと３ｒｄオペランドに同じレジスタを使用する命令実行中に割り込

みが発生した場合、演算結果（３ｒｄオペランドのレジスタ値）が不正になる場合があります。なお、命令そのも

のは実行終了し、続く命令を実行します。 

ＮＥＣ製のＣコンパイラをご使用の場合は、アセンブリ言語による記述箇所で本制限に非該当であれば問題

ありません。記述有無の確認としては、プロジェクトマネージャー内のグローバル検索機能等をご使用くださ

い。 

ＧＨＳ社、レッドハット社、ウインドリバー社製品については、下記［関連製品］を参照ください。 

記述例） 

ｍｕｌ   ｒｅｇ１，ｒｅｇ２，ｒｅｇ１ 

および 

ｍｕｌｕ  ｒｅｇ１，ｒｅｇ２，ｒｅｇ１ 

［レジスタｒｅｇ１、ｒｅｇ２は異なるレジスタ。ｒｅｇ１は、ｒ０（ゼロ・レジスタ）以外］ 

 

Half_word ア ク セ ス 命 令 に よ り

CBUF00 へ書き込み 

Half_word ア ク セ ス 命 令 に よ り

CBUF00 からの読み出し 

書き込んだ値と読み出

した値の比較 

Half_word アクセス命令により次ア

ドレスの CBUF01 へ書き込み（①

の繰り返し）

① 

CBUF00 

CBUF00L 
CBUF00H 

CBUF01 

CBUF01L  
CBUF01H  

FFFFFE40H 

FFFFFE40H 
FFFFFE41H 
FFFFFE42H 

FFFFFE42H 

FFFFFE43H 

アドレス 

＜バッファ RAM への書き込み例（CBUF00-CBUF01 への書き込み例）＞ 

＞ 

不一致 

一致 ：書き込み完了 

バッファ RAM 構成 

＞ 
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【非該当条件】 

１ｓｔオペランドと３ｒｄオペランドに使用するレジスタが異なる場合は、非該当です。 

また、ＮＥＣ製Ｃコンパイラは、本使用制限に該当する命令形式を生成しておりません。さらに、リアルタイム

ＯＳ（ＲＸ８５０、ＲＸ８５０ｐｒｏ）、ミドルウエアの各製品についても該当する命令形式を使用しておりません。 

【回避策】 

以下の記述でプログラミングしてください。 

ｍｕｌ   ｒｅｇ１，ｒｅｇ２，ｒｅｇ３ 

および 

ｍｕｌｕ  ｒｅｇ１，ｒｅｇ２，ｒｅｇ３ 

［レジスタｒｅｇ１、ｒｅｇ２、ｒｅｇ３は異なるレジスタ。ｒｅｇ３は、ｒ０以外］ 

または、 

ｍｏｖ   ｒｅｇ１，ｒｔｍｐ 

ｍｕｌ   ｒｔｍｐ，ｒｅｇ２，ｒｅｇ１ 

および 

ｍｏｖ   ｒｅｇ１，ｒｔｍｐ 

ｍｕｌｕ  ｒｔｍｐ，ｒｅｇ２，ｒｅｇ１ 

［レジスタｒｅｇ１、ｒｅｇ２、ｒｔｍｐは異なるレジスタ。ｒｅｇ１、ｒｔｍｐはｒ０以外］ 

 

【関連製品】 

・ＧＨＳ製品について 
過去にリリースされたＣコンパイラ（Ｖｅｒ１．８．９まで）は、組み込み関数＿＿ＭＵＬＳＨ（ ）、＿＿ＭＵＬＵＨ

（ ）を使った場合で、かつ最適化モードの設定により本使用制限の命令形式が選択生成される可能性があ

ります。 

本使用制限命令の有無は、ＧＨＳ製コンパイラ付属の逆アセンブラである“ｇｄｕｍｐ”を使用し「％ ｇｄｕｍｐ 

ａ．ｏｕｔ ｜ ｇｒｅｐ ｍｕｌ」により全てのｍｕｌ命令を抽出して、該非確認をお願いします。 

ＭＵＬＴＩ２０００ Ｒｅｌ３．５からは、本命令形式をＣ記述でもアセンブラ記述でも生成せず、アセンブリ時にエラ

ーとして検出します。ＭＵＬＴＩ２０００ Ｒｅｌ３．５は、詳細は株式会社アドバンスド・データ・コントロールズ社に

ご確認ください。 

また、ランタイム・ライブラリについては、ｍｕｌ／ｍｕｌｕ命令自体は使用していますが、本使用制限に該当す

る命令形式は過去、今後とも生成しません。 

・レッドハット社、ウインドリバー社製品について 

両社のＧＮＵコンパイラは、本使用制限に該当する命令形式を過去、今後とも生成しません。 

 

 

No.5 ＤＭＡ転送強制終了に関する制限事項 

【内容】 
ＤＣＨＣｎレジスタのＩＮＩＴｎビットの操作により、ＤＭＡ転送を強制終了する場合、ＩＮＩＴｎビットをセット（１）

したにも拘わらず、強制終了されずに中断状態になる場合があります。このため、強制終了させたはずの

チャネルのＤＭＡ転送を再開させた場合に、想定外の転送回数完了後にＤＭＡ転送が終了し、ＤＭＡ転送

終了割り込みが発生することがあります（ｎ＝０－３）。本不具合は、強制終了（ＩＮＩＴｎビットのセット（１））の

直後にＤＭＡ転送が実行された場合に発生します（下図参照）。 

本制限事項は転送チャネル数、転送タイプ（２サイクル）、転送対象（メモリ－メモリ、メモリ－Ｉ／Ｏ；内蔵

資源を含む）、転送モード（シングル／シングル・ステップ／ブロック）、起動要因（内蔵周辺Ｉ／Ｏからの割り

込み、ソフトウエア）には依存せず、仕様的に設定可能ないずれの組み合わせでも発生する可能性があり

ます。また、他のチャネルの影響も受けます。 
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ch0 の DMA 転送 

(DMAAK 信号) 

ch1 の DMA 転送 

(DMAAK 信号) 

ch1 の強制終了 

(INIT1 ビット) 

ch1 の DMA 転送許可 

(E11 ビット) 

ch1 の DBC1 レジスタ値 

(不具合発生時：中断状態) 

ch1 の DBC1 レジスタ値 

(本来の動作：終了状態) 

ch1 の DMA 転送終了 

割り込み発生タイミング 

02h 01h 00h

02h 01h 02h 01h 00h 02h

ch0、ch1 共にシングル転送、ch1 の DMA 転送回数は、3 回(DBC1 レジスタへの設定値は 02h)の場合 

02h 

INIT1 ビットのセット(1)動作の直後に 

Ch0 の DMA 転送が実行された場合に不具合発生 

ch1 の DMA 転送の許可設定 

(以降に発生した DMA 起動要因により DMA 転送を再開) 

は、本来の動作

本来は INIT1 ビットのセットにより、DBC1 レジスタの値が初期化される 

不具合時の割り込み 
  発生タイミング 

本来の割り込み

発生タイミング  
 

なお、以下のレジスタは、マスタ／スレーブの２段ＦＩＦＯ構成のバッファ・レジスタになっています。この

ため、ＤＭＡ転送中、及びＤＭＡ中断状態にこれらのレジスタを書き換えた場合、マスタ・レジスタに書き

込まれます。ＤＭＡ転送中、中断状態に書き換えた値は、書き換えたチャネルのＤＭＡ転送終了時にス

レーブ・レジスタに反映されます。 
また、上図における初期化とは、マスタ・レジスタの内容をスレーブ・レジスタに反映させることを指して

います。 
２段ＦＩＦＯ構成のレジスタ 

・ＤＭＡソース・アドレス・レジスタ（ＤＳＡｎＨ、ＤＳＡｎＬ） 
・ＤＭＡディスティネーション・アドレス・レジスタ（ＤＤＡｎＨ、ＤＤＡｎＬ） 
・ＤＭＡ転送カウント・レジスタ（ＤＢＣｎ） 

 
【回避策】 

以下のいずれかの手順によりソフトウエアにて回避可能です。 
①一時的に全てのＤＭＡチャネルの転送を停止させる方法 

次の点を満たして頂ければ、以下の手順で回避可能です。 
・以下の回避処理以外で、ＤＣＨＣｎレジスタのＴＣｎビット＝１となっていることを期待したプログラム構成

になっていない（ＤＣＨＣｎレジスタのＴＣｎビットは読み出しによりクリア（０）されるため、以下（５）②の

回避処理ルーチン実行によりクリアされてしまいます。）。 
 

＜回避手順＞ 

（１）割り込み禁止(ＤＩ)状態にする。 

（２）ＤＭＡリスタート・レジスタ（ＤＲＳＴ）を読み出し、各チャネルのＥＮｎビットを汎用レジスタに転送する。

（値：Ａ） 

（３）ＤＭＡリスタート・レジスタ（ＤＲＳＴ）に００Ｈを書き込む（２回実行注）。２回実行注することにより（４）     

の処理以前に必ずＤＭＡ転送が停止します。 

（４）強制終了するチャネルのＤＣＨＣｎレジスタのＩＮＩＴｎビットをセット（１）する。 

（５）（２）で読み出した値（Ａ）に対して次の操作を行う。（値：Ｂ） 

①強制終了するチャネルのビットをクリア（０）する。 

②強制終了しない各チャネルのＴＣｎビットとＥＮｎビットが、共に１（ＡＮＤが１）の場合はそのチャネ

ルのビットをクリア（０）する。 

（６）（５）で操作した値（Ｂ）をＤＲＳＴレジスタに書き込む。 

（７）割り込み許可(ＥＩ)状態にする。 

 

※：上記（５）は、（２）～（３）の間に正常終了したチャネルに対して、再度ＥＮｎビットを不正にセットす

ることを防ぐため、必ず行ってください。 

※：ｎ＝０－３ 

注：転送対象（転送元または転送先）が内蔵ＲＡＭの場合は、３回実行してください。 
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②正常に強制終了するまでＩＮＩＴｎビットのセットを繰り返し実行する方法（ｎ＝０－３） 

 

＜回避手順＞ 

（１）強制終了したいチャネルの初期転送回数を汎用レジスタにコピーする。 

（２）強制終了するチャネルのＤＣＨＣｎレジスタのＩＮＩＴｎビットをセット（１）する。 

（３）強制終了するチャネルのＤＭＡ転送カウント・レジスタ（ＤＢＣｎ）の値を読み込み、（１）でコピーした

値と比較する。一致しない場合は（２）～（３）を繰り返す。 

※：（３）でＤＢＣｎレジスタを読み込んだ場合、不具合で停止したときは残りの転送回数がリードされま

す。正常に強制終了した場合には初期転送回数がリードされます。 

※：この回避方法は、強制終了の対象となっているＤＭＡチャネル以外のＤＭＡ転送が、頻繁に行われ

るようなアプリケーションにおいては、強制終了されるまでに、時間を要する可能性がありますの

で、ご注意願います。 

 
No.6 ＮＭＩによるＤＭＡ強制中断に関する制限事項 

【内 容】 
上記製品はＤＭＡ転送中のＮＭＩ入力により、ＤＭＡ転送を強制的に中断します。このときＤＭＡコ

ントローラは、すべてのチャネルのＥｎｎビット（ＤＣＨＣｎレジスタのビット０）の状態をＤＤＩＳレジスタに

退避した後、Ｅｎｎビットをクリア（０）して、ＤＭＡ転送禁止状態にします。また、ＣＰＵのパイプライン動

作として、ＮＭＩ割り込みを受け付ける際、既にフェッチが完了している命令（最大１命令）まで実行さ

れます。 
この実行された命令が、Ｅｎｎビットを操作するような命令であった場合、ＮＭＩ処理ルーチン内では、

中断されているＤＭＡ転送を再開させるために、ＤＤＩＳレジスタの内容をＤＲＳＴレジスタに転送するた

め、ＮＭＩ入力直後に実行されたＥｎｎビットの操作が反映されません。 
このため、ＤＭＡ転送を禁止状態、もしくは許可状態にしたにも拘わらず、ＮＭＩで中断されたＤＭＡ

転送を期待通りに状態復帰させることができません。 
 

動作例 

メインルーチン 

NMI 割り込み発生

NMI 処理ルーチンへ遷移 

reti 命令 

DDIS レジスタ値→DRST レジスタへ転送 ② 

命令 A ①

Enn ビットの状態をハードウェ

ア的にDDISへ退避した後Enn

ビットをクリア(0) 

 
上記命令Ａで、ＤＣＨＣｎレジスタのＥｎｎビットを操作し、ＤＭＡを禁止／許可にした場合、上記①と

②で、各ＤＭＡチャネルの禁止／許可状態に不整合が生じるため、正常に中断されたＤＭＡ転送を正

常に状態復帰できません。 
また、ＤＣＨＣｎレジスタのソフトウエアトリガ（ＳＴＧｎ）ビットをセット（１）している状態において、命令

ＡでＥｎｎビットがセット（１）された場合、ＮＭＩ処理ルーチン内でもＤＭＡ転送が行われます。 
 

【非該当条件】 
ＮＭＩを使用していなければ、問題ありません。 
また、ＮＭＩにより強制中断されたＤＭＡ転送を継続再開しないシステムであれば、問題となること

はありません。 
 

【回避策】 
ＮＭＩにより強制中断されたＤＭＡ転送は、再度初期化して実行してください。 
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No.7 内蔵ＲＡＭでのプログラム実行とＤＭＡ転送に関する制限事項 

【内 容】 

内蔵ＲＡＭを対象としたＤＭＡ転送を実行しており、かつ内蔵ＲＡＭ上に配置されたビット操作命令 

（SET1,CLR1,NOT1）、もしくは、ミス・アライン・アドレスに対するデータ・アクセス命令を実行した場

合、内部バスの競合動作により、ＣＰＵがデッド・ロックする可能性があります。デッド・ロック中はリ

セットのみ受付可能です（ＮＭＩも割り込みも受け付けられません）。 

 

【非該当条件】 

内蔵ＲＡＭ上での命令実行を行っていない、もしくは、内蔵ＲＡＭを対象としたＤＭＡ転送を行って

いなければ、非該当です。 

 

【回避策】 

以下のいずれかの方法により、回避をお願い致します。 

－内蔵ＲＡＭ上に配置された命令を実行する場合は、内蔵ＲＡＭを対象としたＤＭＡ転送を   

行わない。 

－内蔵ＲＡＭを対象とするＤＭＡを実行する場合は、内蔵ＲＡＭ上に配置された命令実行を   

行わない。 

 

No.8 ＤＭＡのＴＣｎビット自動クリアに関する制限事項 

【内 容】 
本来、ＤＣＨＣｎレジスタのＴＣｎビットは、読み出すことにより自動的にクリア（０）されますが、２ｃｈ

以上のＤＭＡ転送を同時に使用する場合、内蔵ＲＡＭを対象（転送元または転送先）とするＤＭＡ転

送において、ＤＭＡ転送終了後にＤＣＨＣｎレジスタのＴＣｎビットを読み出しても、クリア（０）されない

場合があります（ｎ＝０－３）。 
 

【非該当条件】 
以下のいずれかの条件を１つでも満たしていれば、本問題は非該当です。 

・ＤＭＡ転送を１ｃｈのみしか使用していない。 
・内蔵ＲＡＭを対象（転送元または転送先）とするＤＭＡ転送を行っていない。 

 
【補足説明】 

本不具合現象に該当するのは、ＣＰＵプログラムにてＤＣＨＣｎレジスタをポーリングしながら、Ｔ

Ｃビットがセット（１）されるのを待ち合わせているような場合です。 
ただし、ＤＭＡ転送終了割り込み（ＩＮＴＤＭＡｎ）による割り込みルーチン内でＤＣＨＣｎレジスタの

ＴＣビットを読み出す処理をした場合にも、下記の４つの条件をすべて満たす場合には、本不具合

に該当することがあります。 
（１）ＤＭＡ転送を複数チャネル使用している。 
（２）内蔵ＲＡＭがＤＭＡ転送元であるＤＭＡ転送を行っている。 
（３）ＶＳＷＣレジスタの設定値が１１Ｈ（動作周波数：２５ＭＨｚ～３３ＭＨｚ未満）である。 
（４）ＤＭＡ転送終了割り込みルーチン内でＤＣＨＣｎレジスタを読み出す以前に、内蔵ＲＡＭ、内

蔵Ｉ／Ｏ領域、外部メモリのいずれかに対するロード命令／ストア命令などを行っていない

（最初にアクセスするデータがＤＣＨＣｎレジスタである）。 
 

【ソフトウエア回避策】 
内蔵ＲＡＭを転送対象とするＤＭＡチャネルに対応するＤＣＨＣｎレジスタのＴＣｎビットを読み

出す場合、ＴＣビットがセット（１）されている状態を読み出したあと、続けて２回ＤＣＨＣｎレジスタ

を空読みしてください。３回続けて読み出すことにより、確実にＴＣｎビットをクリア（０）することが

できます。 
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No.9 ｓｌｄ命令と割り込み競合に関する制限事項 

【内 容】 

以下の特定命令（下記例①に対応）の実行が完了する以前に、後続のｓｌｄ命令（下記例③に対応）の

直前の命令（下記例②に対応）のデコード動作と割り込み要求が競合した場合、先の特定命令の実行

結果がレジスタに格納されないことがあります。 

なお、本現象は、特定命令のディスティネーション・レジスタとｓｌｄ命令のディスティネーション・レジス

タが同じ、かつｓｌｄ命令の直前に実行される命令でそのレジスタ値を参照した場合にのみ発生すること

があります。 

 

特定命令 

・ｌｄ命令 ：ld.b、ld.h、ld.w、ld.bu、ld.hu 

・ｓｌｄ命令：sld.b、sld.h、sld.w、sld.bu、sld.hu 

・乗算命令 ：mul、mulh、mulhi、mulu 

 

問題となる命令シーケンス例 

        例１ ①ld.w  [r11],r10        ①のld命令の実行が完了する前に、③のsld命令の直前の 

             ：                 mov命令（②）のデコード動作と割り込み要求が競合した 

            ②mov   r10  ,r28       場合に問題が発生。 

            ③sld.w 0x28 ,r10      

 

        例２ ①ld.w  [r11],r10        ①のld命令の実行が完了する前に、③のsld命令の直前の 

             ：                 cmp命令（②）のデコード動作と割り込み要求が競合した 

            ②cmp   imm5, r10      場合に問題が発生。この結果、cmp命令の比較結果が不正 

            ③sld.w 0x28 ,r10        になり、④の分岐命令が不正動作することがある。 

            ④bz    label        

 

        例３ ①ld.w  [r11],r10        ①のld命令の実行が完了する前に、③のsld命令の直前の 

             ：                 add命令（②）のデコード動作と割り込み要求が競合した 

            ②add   imm5, r10       場合に問題が発生。この結果、add命令の演算結果、及び 

            ③sld.w 0x28 ,r10        フラグが不正になり、④のsetf命令の実行結果が不正に 

            ④setf  r16            なることがある。 

 

【発生条件の詳細】 

 以下の（１）～（３）の条件を全て満たした場合に問題が発生することがあります。 

 

（１）以下の条件ⅠまたはⅡの条件に該当。 

（条件Ⅰ） 

特定命令（下記参照）のディスティネーション・レジスタ、ならびに、後続して実行されるｓｌｄ命令

のディスティネーション・レジスタ、及び、その直前に実行される以下の命令のソース・レジスタ

（ｒｅｇ１）が同じである（本文例１参照）。 

 

 

mov reg1,reg2、  not reg1,reg2、 satsubr reg1,reg2、 satsub  reg1,reg2 

satadd reg1,reg2、 or reg1,reg2、 xor reg1,reg2、  and reg1,reg2 

tst reg1,reg2、  subr reg1,reg2、sub reg1,reg2、  add reg1,reg2 

cmp reg1,reg2、  mulh reg1,reg2 

 

 

 

 

 

 



 
ＳＢＧ－ＤＴ－０４－００４５号 (別紙 1)  9/9 

（条件Ⅱ） 

特定命令（下記参照）のディスティネーション・レジスタ、ならびに、後続して実行されるｓｌｄ命令

のディスティネーション・レジスタ、及び、その直前に実行される以下の命令のディスティネーシ

ョン・レジスタ（ｒｅｇ２）が同じである（本文例２、３参照）。 

 

not reg1,reg2、    satsubr reg1,reg2、 satsub  reg1,reg2、 satadd reg1,reg2 

satadd imm5,reg2、 or reg1,reg2、    xor reg1,reg2、    and reg1,reg2 

tst reg1,reg2、  subr reg1,reg2、   sub reg1,reg2、    add reg1,reg2 

add imm5,reg2、     cmp reg1,reg2、    cmp imm5,reg2、     shr imm5,reg2 

sar imm5,reg2、     shl imm5, reg2 

 

特定命令 

・ｌｄ命令 ：ld.b、ld.h、ld.w、ld.bu、ld.hu 

・ｓｌｄ命令：sld.b、sld.h、sld.w、sld.bu、sld.hu 

・乗算命令 ：mul、mulh、mulhi、mulu 

 

（２）ＣＰＵパイプライン中で、ｓｌｄ命令の直前の命令（上記条件ⅠまたはⅡの命令）のデコードが開

始されるまでに、先に実行された特定命令の実行結果がディスティネーション・レジスタに格

納されていない。 

 

（３）ｓｌｄ命令の直前の命令（上記条件ⅠまたはⅡの命令）のデコード動作と割り込み要求が競合。 

 

【対応策】 

ＣＰＵ機能に関する使用制限事項として、コンパイラにより該当命令シーケンスの生成を自動的に抑

止するように致します。具体的な提供方法はご使用のコンパイラ毎に以下の通りとなります。その他の

コンパイラをご使用の場合は弊社販売員または特約店を通じてご相談下さい。 

 

・弊社製コンパイラ：ＣＡ８５０の場合 

最新版（Ｖ２．６０）に対策機能を追加したもの（Ｖ２．６１）を下記サイトの開発ツール・ダウンロー

ド・サービス（ＯＤＳ；コンパイラ購入後の郵送によるユーザ登録が必要）にて提供させて頂きます。 

 

http://www.necel.com/micro/ods/jpn/index.html 

 

・ＧＨＳ製コンパイラ：ＣＣ８５０の場合 

以下のバージョンについては、国内販売代理店（アドバンスド・データ・コントロールズ社）にて、対

策機能を追加するバージョン・アップ対応をして頂く予定ですので、個別にお問い合わせをお願い

致します。その他のバージョンに関しましては、お手数をお掛けしまして申し訳ございませんが、販

売代理店にお問い合わせください。 

 

・Ｍｕｌｔｉ４．０   Ｒｅｌ ７．０．０ 

・Ｍｕｌｔｉ３．５．１ Ｒｅｌ ６．５．３ 

 

お問い合わせ先 

 ＴＥＬ：０３－３５７６－６８０５ 

   Ｅ－ｍａｉｌ：upgv850e@adac.co.jp 

 

 

 

 

以上 
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該非判定チェック・シート（一次判定用）
下記フローに従って、非該当、あるいは、チェックツールによる二次判定に進む、の判定（一次判定）をお願いします。

HEXオブジェクトチェック

ツール（注４）による判定
を行って下さい。

アセンブルリストチェック
ツール（注４）による判定

を行って下さい。

アセンブルリストチェック
ツール（注４）による判定

を行って下さい。

アセンブルリストチェック
ツール（注４）による判定

を行って下さい。

アセンブラソースチェックへ

前記★以降のCソース

についての確認を
お願いします。両方
が非該当の場合、

非該当です。

★Cソースチェックへ

HEXオブジェクト

チェックツール（注
４）による判定を
行って下さい。

また、前記★以降
のCソースに対す

るチェックも忘れ
ずにお願いします。

判定開始

ソースプログラム
があり、コンパイラが
CA850またはGHS

である

アセンブラ記述
がある

コンパイラがCA850
（NEC-EL製）である

チェックツール
による二次判定へ

コンパイル時に
-Z1412オプション

を使用している

コンパイル時に
サイズ最適化(注３）を

使用している

TDA（タイニー

データ領域；注２）
を使用している

コンパイル時に
-notdaオプション

を使用している

tidata（注１）

またはコンパイル時に
-Xsec_fileオプションを

使用している

ソースプログラム中に
sld命令を使用している

アセンブラソース
とCソースの両方を

チェックして下さい

非該当

非該当

非該当

チェックツール
による二次判定へ

チェックツール
による二次判定へ

チェックツール
による二次判定へ

アセンブラ記述部
は非該当

□No

□Yes

□Yes(CA850)

□Yes

□
No

□
No

(GHS)

□
Yes

□No

□No

□Yes/不明

□No

□Noチェックツール
による二次判定へ

□
Yes

□No

□
No

□
Yes

□Yes

注１：tidata使用時はソースプログラム中に下記パタンの記述があります。
#pragma section tidata
#pragma section tidata_word
#pragma section tidata_byte

注２：TDA使用時はソースプログラム中に下記パタンの記述があります。
#pragma ghs starttda

注3： サイズ最適化使用時には以下の何れかの記述があります。
１）ビルドファイル(.bld)中の下記の何れかの記述（ビルダ使用時）

:optimize=small
:optimizestrategy=space

２）コマンドラインあるいはmakefile中の-OS, -Osize, -Ospaceの
何れかの記述

注４：下記サイトよりチェックツール（説明書付）をダウンロードできるように
しておりますので、ご参照下さい。

URL:http://www.necel.com/micro/checktool/check.html

□
Yes

 
 




